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児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
案
）

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
児
童
に
対
す
る
性
的
搾
取
及
び
性
的
虐
待
が
児
童
の
権
利
を
著
し
く
侵
害
す
る
こ
と
の
重
大
性
に
か

ん
が
み
、
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
を
処
罰
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
行
為
等
に
よ
り
心
身
に
有
害
な
影

響
を
受
け
た
児
童
の
保
護
の
た
め
の
措
置
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
権
利
の
擁
護
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
児
童
」
と
は
、
十
八
歳
に
満
た
な
い
者
を
い
う
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
児
童
買
春
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
、
対
償
を
供
与
し
、
又
は
そ
の
供
与
の
約
束

を
し
て
、
当
該
児
童
に
対
し
、
性
交
等
（
性
交
若
し
く
は
性
交
類
似
行
為
を
し
、
又
は
自
己
の
性
的
好
奇
心
を
満
た
す
目
的

で
、
児
童
の
性
器
等
（
性
器
、
肛
門
又
は
乳
首
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
触
り
、
若
し
く
は
児
童
に
自
己
の
性
器
等
を
触

ら
せ
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
す
る
こ
と
を
い
う
。

一
　
児
童

二
　
児
童
に
対
す
る
性
交
等
の
周
旋
を
し
た
者
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三
　
児
童
の
保
護
者
（
親
権
を
行
う
者
、
後
見
人
そ
の
他
の
者
で
、
児
童
を
現
に
監
護
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

又
は
児
童
を
そ
の
支
配
下
に
置
い
て
い
る
者

３
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
児
童
ポ
ル
ノ
」
と
は
、
写
真
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
そ
の
他
の
物
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。

一
　
児
童
を
相
手
方
と
す
る
又
は
児
童
に
よ
る
性
交
又
は
性
交
類
似
行
為
に
係
る
児
童
の
姿
態
を
視
覚
に
よ
り
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
描
写
し
た
も
の

二
　
他
人
が
児
童
の
性
器
等
を
触
る
行
為
又
は
児
童
が
他
人
の
性
器
等
を
触
る
行
為
に
係
る
児
童
の
姿
態
で
あ
っ
て
性
欲
を

興
奮
さ
せ
又
は
刺
激
す
る
も
の
を
視
覚
に
よ
り
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
描
写
し
た
も
の

三
　
衣
服
の
全
部
又
は
一
部
を
着
け
な
い
児
童
の
姿
態
で
あ
っ
て
性
欲
を
興
奮
さ
せ
又
は
刺
激
す
る
も
の
を
視
覚
に
よ
り
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
描
写
し
た
も
の

（
適
用
上
の
注
意
）

第
三
条
　
こ
の
法
律
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
の
権
利
を
不
当
に
侵
害
し
な
い
よ
う
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
児
童
買
春
）
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第
四
条
　
児
童
買
春
を
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

（
児
童
買
春
周
旋
）

第
五
条
　
児
童
買
春
の
周
旋
を
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

２
　
児
童
買
春
の
周
旋
を
す
る
こ
と
を
業
と
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
及
び
五
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

（
児
童
買
春
勧
誘
）

第
六
条
　
児
童
買
春
の
周
旋
を
す
る
目
的
で
、
人
に
児
童
買
春
を
す
る
よ
う
に
勧
誘
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
百

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

２
　
前
項
の
目
的
で
、
人
に
児
童
買
春
を
す
る
よ
う
に
勧
誘
す
る
こ
と
を
業
と
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
及
び
五
百
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

（
児
童
ポ
ル
ノ
頒
布
等
）

第
七
条
　
児
童
ポ
ル
ノ
を
頒
布
し
、
販
売
し
、
業
と
し
て
貸
与
し
、
又
は
公
然
と
陳
列
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
三

百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

２
　
前
項
に
掲
げ
る
行
為
の
目
的
で
、
児
童
ポ
ル
ノ
を
製
造
し
、
所
持
し
、
運
搬
し
、
本
邦
に
輸
入
し
、
又
は
本
邦
か
ら
輸
出
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し
た
者
も
、
同
項
と
同
様
と
す
る
。

３
　
第
一
項
に
掲
げ
る
行
為
の
目
的
で
、
児
童
ポ
ル
ノ
を
外
国
に
輸
入
し
、
又
は
外
国
か
ら
輸
出
し
た
日
本
国
民
も
、
同
項
と

同
様
と
す
る
。

（
児
童
買
春
等
目
的
人
身
売
買
等
）

第
八
条
　
児
童
を
児
童
買
春
に
お
け
る
性
交
等
の
相
手
方
と
さ
せ
又
は
第
二
条
第
三
項
第
一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
の

児
童
の
姿
態
を
描
写
し
て
児
童
ポ
ル
ノ
を
製
造
す
る
目
的
で
、
当
該
児
童
を
売
買
し
た
者
は
、
一
年
以
上
十
年
以
下
の
懲
役

に
処
す
る
。

２
　
前
項
の
目
的
で
、
外
国
に
居
住
す
る
児
童
で
略
取
さ
れ
、
誘
拐
さ
れ
、
又
は
売
買
さ
れ
た
も
の
を
そ
の
居
住
国
外
に
移
送

し
た
日
本
国
民
は
、
二
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。

３
　
前
二
項
の
罪
の
未
遂
は
、
罰
す
る
。

（
児
童
の
年
齢
の
知
情
）

第
九
条
　
児
童
を
使
用
す
る
者
は
、
児
童
の
年
齢
を
知
ら
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
第
五
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る

処
罰
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
過
失
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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（
国
民
の
国
外
犯
）

第
十
条
　
第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
（
同
条
第
一
項
に
係

る
部
分
に
限
る
。
）
の
罪
は
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
三
条
の
例
に
従
う
。

（
両
罰
規
定
）

第
十
一
条
　
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に

関
し
、
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
の
罪
を
犯
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
各
本
条

の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

（
捜
査
及
び
公
判
に
お
け
る
配
慮
等
）

第
十
二
条
　
第
四
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
罪
に
係
る
事
件
の
捜
査
及
び
公
判
に
職
務
上
関
係
の
あ
る
者
（
次
項
に
お
い
て
「
職

務
関
係
者
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
に
当
た
り
、
児
童
の
人
権
及
び
特
性
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
名
誉

及
び
尊
厳
を
害
し
な
い
よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
職
務
関
係
者
に
対
し
、
児
童
の
人
権
、
特
性
等
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
訓
練
及
び

啓
発
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
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（
記
事
等
の
掲
載
等
の
禁
止
）

第
十
三
条
　
第
四
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
罪
に
係
る
事
件
に
係
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
そ
の
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
就
学
す
る

学
校
の
名
称
、
住
居
、
容

ぼ
う貌

等
に
よ
り
当
該
児
童
が
当
該
事
件
に
係
る
者
で
あ
る
こ
と
を
推
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

記
事
若
し
く
は
写
真
又
は
放
送
番
組
を
、
新
聞
紙
そ
の
他
の
出
版
物
に
掲
載
し
、
又
は
放
送
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
教
育
、
啓
発
及
び
調
査
研
究
）

第
十
四
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
頒
布
等
の
行
為
が
児
童
の
心
身
の
成
長
に
重
大
な
影
響

を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
児
童
の
権
利
に
関

す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
教
育
及
び
啓
発
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
頒
布
等
の
行
為
の
防
止
に
資
す
る
調
査
研
究
の
推
進
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。

（
心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童
の
保
護
）

第
十
五
条
　
関
係
行
政
機
関
は
、
児
童
買
春
の
相
手
方
と
な
っ
た
こ
と
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
描
写
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
心
身
に

有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童
に
対
し
、
相
互
に
連
携
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
応



7

じ
、
当
該
児
童
が
そ
の
受
け
た
影
響
か
ら
身
体
的
及
び
心
理
的
に
回
復
し
、
個
人
の
尊
厳
を
保
っ
て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
相
談
、
指
導
、
一
時
保
護
、
施
設
へ
の
入
所
そ
の
他
の
必
要
な
保
護
の
た
め
の
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
も
の
と
す

る
。

２
　
関
係
行
政
機
関
は
、
前
項
の
措
置
を
講
ず
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
児
童
の
保
護
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
相
談
、
指
導
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童
の
保
護
の
た
め
の
体
制
の
整
備
）

第
十
六
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
買
春
の
相
手
方
と
な
っ
た
こ
と
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
描
写
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
り

心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童
に
つ
い
て
専
門
的
知
識
に
基
づ
く
保
護
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ら

の
児
童
の
保
護
に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進
、
こ
れ
ら
の
児
童
の
保
護
を
行
う
者
の
資
質
の
向
上
、
こ
れ
ら
の
児
童
が
緊
急

に
保
護
を
必
要
と
す
る
場
合
に
お
け
る
関
係
機
関
の
連
携
協
力
体
制
の
強
化
、
こ
れ
ら
の
児
童
の
保
護
を
行
う
民
間
の
団
体

と
の
連
携
協
力
体
制
の
整
備
等
必
要
な
体
制
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
国
際
協
力
の
推
進
）

第
十
七
条
　
国
は
、
第
四
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
罪
に
係
る
行
為
の
防
止
及
び
事
件
の
適
正
か
つ
迅
速
な
捜
査
の
た
め
、
国
際
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的
な
緊
密
な
連
携
の
確
保
、
国
際
的
な
調
査
研
究
の
推
進
そ
の
他
の
国
際
協
力
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
条
例
と
の
関
係
）

第
二
条
　
地
方
公
共
団
体
の
条
例
の
規
定
で
、
こ
の
法
律
で
規
制
す
る
行
為
を
処
罰
す
る
旨
を
定
め
て
い
る
も
の
の
当
該
行
為

に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
と
同
時
に
、
そ
の
効
力
を
失
う
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
条
例
の
規
定
が
そ
の
効
力
を
失
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
地
方
公
共
団
体
が
条
例
で
別
段
の
定
め
を

し
な
い
と
き
は
、
そ
の
失
効
前
に
し
た
違
反
行
為
の
処
罰
に
つ
い
て
は
、
そ
の
失
効
後
も
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
四
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
章
に
規
定
す
る
罪
」
の
下
に
「
、
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
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び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
　
　
　
号
）
に
規
定
す
る
罪
」
を
加
え
る
。

　
　
第
三
十
条
第
一
項
、
第
三
十
一
条
の
五
及
び
第
三
十
一
条
の
六
第
二
項
第
二
号
中
「
若
し
く
は
売
春
防
止
法
第
二
章
に
規

定
す
る
罪
」
を
「
、
売
春
防
止
法
第
二
章
に
規
定
す
る
罪
若
し
く
は
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び

児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
罪
」
に
改
め
る
。

　
　
第
三
十
五
条
中
「
又
は
第
百
七
十
五
条
の
罪
」
を
「
若
し
く
は
第
百
七
十
五
条
の
罪
又
は
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係

る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
第
七
条
の
罪
」
に
改
め
る
。

（
旅
館
業
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条
　
旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
八
条
中
「
基
く
」
を
「
基
づ
く
」
に
、
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
同
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。四

　
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
　
　

　
号
）
に
規
定
す
る
罪

（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）
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第
五
条
　
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　
　
別
表
第
三
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
一
の
二
　
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法

律
第
　
　
　
号
）
に
規
定
す
る
罪

（
検
討
）

第
六
条
　
児
童
買
春
及
び
児
童
ポ
ル
ノ
の
規
制
そ
の
他
の
児
童
を
性
的
搾
取
及
び
性
的
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
制
度
に
つ
い
て

は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
状
況
、
児
童
の
権
利
の
擁
護
に
関
す
る
国
際
的
動
向
等

を
勘
案
し
、
検
討
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
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理
　
由

　
児
童
に
対
す
る
性
的
搾
取
及
び
性
的
虐
待
が
児
童
の
権
利
を
著
し
く
侵
害
す
る
こ
と
の
重
大
性
に
か
ん
が
み
、
児
童
の
権
利

の
擁
護
に
資
す
る
た
め
、
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
を
処
罰
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
行
為
等
に
よ
り
心
身

に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童
の
保
護
の
た
め
の
措
置
等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由

で
あ
る
。


